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NEWS RELEASE 

  20２４年 11月 20日 

株式会社三菱総合研究所 

インパクトサークル株式会社 
 

個人投資家向けインパクト可視化手法を構築 

インパクトファイナンス事業における 

インパクト測定・管理（IMM）を実施し、インパクト可視化手法を構築 
 

株式会社三菱総合研究所（代表取締役社長：籔田健二、以下 MRI）とインパクトサークル株式会社（代表取締

役社長：高橋智志、以下 インパクトサークル）は、2023年 9月から物流問題解決をテーマにしたインパクトフ

ァイナンス事業のインパクト可視化プロジェクトを共同で実施し、その成果として投資や事業における「インパク

ト」（社会的・環境的な影響）を、可視化するための汎用的手法を構築しました。 

 

1. 経緯 

現代の企業経営においては、経済的なリターンを追求するだけでなく、投資や事業において社会や環境へ

の変化（インパクト）に配慮し、ポジティブなインパクトを創出することの重要性が高まっています。ポジティ

ブインパクトを意図的に創出するためには、投資や事業を通じてどのようなインパクトが社会にもたらされる

かを設計するだけでなく、インパクトを測定・管理（Impact Measurement and Management、以下

IMM）する必要があります。また、インパクト指標毎のデータを評価・分析し、創出されたインパクトを分かり

やすく「可視化」して伝えることが求められます。 IMM の手法は普及しつつありますが、インパクト情報開

示の統一された枠組みは無く、各主体が各々の方針・方法で情報発信をしている状況にあり、その汎用的

な手法は定まっていません。 

MRI とインパクトサークルは、ラストワンマイル配送を担う業務委託ドライバーを支援するインパクトファイナ

ンス事業における IMMの実施とインパクト可視化手法構築の検討を共同で実施し、この度その成果として、

汎用的なインパクト可視化手法を構築しました。 

 

2. 共同プロジェクトの成果 

（１）インパクトの測定・管理（IMM） 

以下の手順により IMMの設計からインパクトデータの分析までのプロセスを実施しました。 

① 社会課題、ステークホルダー提供価値等を整理し、Theory of Change （ToC）およびロジッ

クモデルに基づきインパクト指標を設定 

② インパクト指標をモニターするためのインパクトデータを特定 

③ インパクトデータを収集し、評価・分析を実施 

 

インパクトデータについては、インパクトファイナンス事業の受益者である業務委託ドライバーを対象に、フ

ァイナンスサービス提供前・後にアンケートによりデータを収集。ポジティブ・ネガティブ両方のインパクトを

測定し、その結果を事業運営の改善に役立てました。 

また、インパクト指標の１つである「業務委託ドライバーのウェルビーイング向上」に関しては、MRI が開発

した「MRI 版ウェルビーイング指標」（注 1）を活用しました。ウェルビーイング指標の動向は今後もモニタ

ーしていく予定です。 

（注 1）ポストコロナ社会のウェルビーイング～MRI版ウェルビーイング指標の活用を目指して～  

https://www.mri.co.jp/news/press/20231116.html
https://www.mri.co.jp/news/press/20231116.html
https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/policy/20220309.html?referrer=https%3A%2F%2Fwww.google.com%2F
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（２）インパクト可視化手法の構築 

インパクトレポートのターゲットとして想定されるステークホルダー（金融機関・個人投資家、物流会社、車

両販売店など）のうち、個人投資家向けのインパクト可視化手法を構築しました。 

 

【個人投資家向けのインパクト可視化手法】 

① 個人投資家の整理手順 

⚫ 個人投資家の投資行動を示すインパクトジャーニーマップを策定 

⚫ 「生活者市場予測システム（mif）（注 2）」データ等の分析結果からターゲットとなり得る個人投資家

を特定 

インパクトジャーニーマップとその構成要素 

 

 

②ターゲットとなる個人投資家が求めるインパクトレポートコンテンツの検討手順 

⚫ ターゲット個人投資家に適したインパクトレポートの要素とそのフローを整理 

⚫ ターゲット個人投資家に向けた情報媒体・チャネルと関心を示すコンテンツを特定 

⚫ ターゲット個人投資家に向けたレポートコンテンツ案を検討・作成 

 

インパクトレポートのフローと情報媒体・チャネル 

 

 

（注 2）「生活者市場予測システム（mif）」  

 

3. 今後の予定 

MRI とインパクトサークルは共同プロジェクトで培った汎用的手法を用い、インパクト可視化サービスを提

供することで社会実装を目指します。顧客ニーズに応じて、①インパクト可視化に向けた IMM の設計およ

びインパクトデータの収集・分析、②インパクトレポートの開示先（ターゲット）の整理、③インパクトコンテン

ツ作成支援等のコンサルティングサービスを提供します。 

 

関連情報： 

三菱総合研究所とインパクトサークル、共同プロジェクトを発足（ニュースリリース、2023.11.16） 

【提言】サステナビリティ経営が高める日本のウェルビーイング（政策提言、2024.10.9） 

課題解決のための新たな資金調達「インパクト IPO」（MRIマンスリーレビュー 2022年 8月号） 

https://mif.mri.co.jp/
https://www.mri.co.jp/news/press/20231116.html
https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/policy/20241009.html
https://www.mri.co.jp/knowledge/mreview/202208-2.html
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本件に関するお問い合わせ先 

株式会社三菱総合研究所 

〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10番 3号 

【内容に関するお問い合わせ】 

海外部 伊藤(インパクト担当) 

メール：impactml@mri.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

グループ広報部 

メール：media@mri.co.jp 

 

インパクトサークル株式会社 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門二丁目 2番 1号 住友不動産虎ノ門タワー5階 

【内容に関するお問い合わせ】 

経営企画 兼 インパクト可視化事業 大村 

電話：03-6757-4532 メール：info@impact-circle.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

広報担当 メール：info@impact-circle.co.jp 
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mailto:info@impact-circle.co.jp

